










要約:富山スタディの対象児 113 名(黒部市 4 保育所児)に 2 年間の食育を行った。子ども

へは保母、栄養士があたり、保健所医師、栄資士、保健婦が保母や保護者の教育、助言を

担当した。従来行事を変更しないで、各々を意味づけたり、関連づけた。子ども達は自然

の中から食材を得て成長していることを体験し、3 色に分類することを覚え、食への自主

性が出た.保護者は子どもがよく調理の手伝いをしたり、食を話題にすることなどで触発

されて、家族の食事を見直し、学校給食への関心が高まった.


